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　シャルル 7 世末期からルイ 11 世の治世、1460 年から 1483 年までの事績を記録したジャン・ド・




ランス史宝典』Le Thresor de l’Histoire de France 出版の際に文献目録に明記した、ジャン・ド・ト
ロワ作との説が有力になった 1。その後 1611 年、1620 年の刊本『醜聞年代記』によって、おそら
くパリ市役所の書記官を努めていたのではないかと推測されている。一方、年代記中に「畏れ多
き奥方」ma tres-redoubtee dame と形容されているジャンヌ・ド・フランスは、シャルル 7 世の長女、





19 世紀ヴィクトル・ユゴーが『ノートルダム＝ド＝パリ』(1831 年初版 ) の冒頭部分でジャン・ド・
1　GILLES CORROZET, Le Thresor des histoires de France redvites par Titres, partie en forme d’annotations, 
et partie par lieux communs, Paris, Galiot Corrozet, 1583, p. 103. « Source gallica.bnf.fr. / Bibliothèque 
nationale de France »
2　JEAN DE TROYES, Les chroniques du tres chrestien et tres victorieux Louys de Valois, feu roy de France 
(que Dieu absolve) unziesme de ce nom, 1ère partie, éd. Claude-Bernard Petitot, Paris, Foucault, 1820 
(Collection complète des mémoires relatifs à l’histoire de France, 1ère série, 13), p. 239-246 ; id., Les 
chroniques du tres chrestien et tres victorieux Louys de Valois, feu roy de France (que Dieu absolve) unziesme 
de ce nom, 2nde partie, éd. Claude-Bernard Petitot, Paris, Foucault, 1820 (Collection complète des 
mémoires relatifs à l’histoire de France, 1ère série, 14), p. 47, p. 101. N. B. 各巻、以下次のように略記す
る：Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 13, op. cit. 及び Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 14, op. cit. ; 
JEAN DE TROYES, « Chronique de Louis XI, de 1461 à 1483 » in Choix de chroniques et mémoires relatifs à 
l’histoire de France, éd. Jean Alexandre C. Buchon, Orléans, H. Herluison, 1875 (Panthéon Littéraire), p. X. 







トロワの名と共に引用したイタリック体部分 3 は、今回参照した 19 世紀の刊本とは若干異なる。
また、数々の刊本『醜聞年代記』の中で、後のド・マンドロ版（1894 年）には、バリアントに
ついての詳細な註が施されている。ド・マンドロは、写本 Paris, BnF. fr. 5062 の末尾にある花押
から、同年代記中に記載のある、ブルボン公ジャン 2 世に仕えた秘書官、またブルボン邸守衛の
ジャン・ド・ロワ JEAN DE ROYEの作品ではないかと述べている 4。三つの版に共通することだが、
1478 年 3 月白衣の主日（復活祭後の第一日曜日）Quasimode 後にオルレアン公一行がパリに入
市した際に、ジャン・ド・ロワの名前と職種は、二度目のブルボン邸での宴会の場面で明らかに
される 5。







3　VICTOR HUGO, Notre-Dame de Paris, t. 1, Paris, Charles Gosselin, 1831, p. 3-4. 冒頭 1482 年 1 月 6 日公
現祭と舞台設定の日にちを限定した部分において、イタリック引用文の一節「大層派手な教訓劇、ソチ、笑劇」
moult belle moralité, sottie et farce は、当研究で参照したプティト版や他の版でも『醜聞年代記』に該当する部分
がある。Cf. Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 14, op. cit., p. 111. しかし、もう一方のイタリック体一節「パリ
中の庶民を沸き上がらせていた」mettait en émotion tout le populaire de Paris は、直後にジャン・ド・トロワの名
が引用されているにも拘らず、『醜聞年代記』に完全に一致する部分が見当たらない。
4　JEAN DE ROYE, Journal de Jean de Roye connu sous le nom de Chronique scandaleuse 1460-1483, éd. 
Bernard de Mandrot, t. 1,  Paris, Renouard, 1894, p. XXIV-XXIX.  バリアントについては、以下参照。Ref. éd. 
de Mandrot, t. 2, p. 139-400.
5　「1478 年 3 月白衣の主日（復活祭後の第 1 日曜日）の後、［…］オルレアン公夫人の一行はパリ市で 2 回に
わたって催された大宴会でもてなされた。1 回目は、バスティーユ近くのエスタンプ邸にて、フエ枢機卿によ
り開催された。2 回目は、ブルボン枢機卿がパリ市の自邸で開催し、オルレアン公夫人、その一行や多くの





の部屋では、8 名まで夕食をとることが出来た。」(Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 14, op. cit ., p. 70-71.) 
Cf. JEAN DE TROYES, « Chronique de Louis XI, de 1460 à 1483 » , éd. Buchon, op. cit., p. 336-337 ; Journal 
de Jean de Roye, Chronique scandaleuse 1460-1483, éd. de Mandrot, t. 1, op. cit., p. 67-68.





LES CHRONIQUES DU TRES CHRESTIEN ET TRES VICTORIEUX LOUYS DE VALOIS, 
FEU ROY DE FRANCE QUE DIEU ABSOLVE UNZIESME DE CE NOM. AVECQUES 
PLUSIEURS AULTRES ADVENTURES ADVENUËS TANT EN CE ROYAULMES DE 
FRANCE, COMME ÉS PAYS VOISINS, DEPUIS L’AN 1460 JUSQUES EN L’AN 1483 
INCLUSIVEMENT.
いとも信心深くいとも勝利に栄えたヴァロワ朝ルイ、神が赦し給う亡きフランス王、ルイ






         私は、35 歳の時には、無為に時を過ごしたり、怠惰を避けるために、うろ覚えの事の
ように、フランス王国や近隣諸国に起こった多数の出来事を記したり、記録することを楽し
んでいた 8 。
　年代記の期間は、タイトルにも示されていたが、シャルル 7 世が統治していた 1460 年に開始
され、シャルル 7 世の息子ルイ 11 世が王位を継承し、ルイ 11 世が死去した 1483 年の 8 月 30 日
までを網羅している。プティト版では、ルイ 11 世を指し示す語には、普通名詞を固有名詞化した、




7　Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 13, op. cit., p. 464, p. 247.
8　Ibid., p. 247-248.
9　本稿の拙訳では、Roy を単に「王」と訳したが、ルイ11 世のことを指し示している。
10　Cf. Ernst Robert Curtius, La littérature européenne et le Moyen Âge latin , éd. française traduite par Jean 







　1461 年 7 月 22 日に没したシャルル 7 世の時代に百年戦争は終わったとは言え、1461 年 8 月 7
日にランスで正式にフランス王国を継承したルイ 11 世 11 の治世に移行しても、王国と近隣公国
間の内戦は絶えなかった。しかし、序文の後、こうした政治状況や戦況の前に、まず 1460 年の
フランス王国のテロワールの状況説明から『醜聞年代記』は始まる。1461 年のシャルル 7 世か
らルイ 11 世への継承、 いわゆる王位継承は、パリの国王入市式などを経て比較的穏やかに行わ
れたと見られる。1463 年は気候も穏やかで、ワインの生産に向いていた。












　次に、1466 年以降 1479 年までのワインに関する政策を、年代順に要点を述べる。
　1466 年はブドウ収穫にとって、必ずしも天候には恵まれなかった。しかし、1467 年 9 月 1 日
年独語版和訳：E. R. クルツィウス著、南大路振一、岸本通夫、中村善也訳『ヨーロッパ文学とラテン中
世』みすず書房、2005 年、117-118 頁）及び拙論：Midoriko Kageyama, « Formules de modestie dans le 
Quadrilogue invectif d’Alain Chartier » in La Formule au Moyen Âge, dir. Elise Louviot, Turnhout, Brepols, 
2012, p. 78-79.
11　Chronique scandaleuse, éd. Petitot, t. 13, op. cit., p. 256-259.
77
火曜、王妃とその一行が船に乗ってパリに入市した際には、ワインが船内の優雅な入市式のセレ




























ス歴史に関する回想録叢書 I』の 13 巻、14 巻に掲載されている。原本に最も近いとされる年代
記の 1611 年刊本を底本としており、15 世紀の王立図書館旧番写本 9689（現写本 Paris, BnF. fr. 
2889） と校合されている。
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JEAN DE TROYES, Les chroniques du tres chrestien et tres victorieux Louys de Valois, feu roy de France 
(que Dieu absolve) unziesme de ce nom, éd. Claude-Bernard Petitot, Paris, Foucault, 1820 (Collection 
complète des mémoires relatifs à l’histoire de France, 1ère série, 13 et 14). 

















1465 年 8 月 3 日土曜日、王（＝ルイ 11 世）はパリ市とパリの住民に施したいとい
う格別な欲求を抱いて、市におけるワインの小売り額にかける税を 4 分の１から 8 分の 1 に




を持つ。Ref. Jean-Robert Pitte, Bordeaux Bourgogne, Les passions rivales, Paris, Hachette Littérature, 2005, p. 
8 及び岩科司総合監修『ワイン展－ぶどうから生まれた奇跡－』、国立博物館・読売新聞社、2015 年、19 頁。








翌日 1465 年 9 月 2 日月曜日、王の邸宅前にパリで居を構えていたメーヌ伯殿はベリー




















16　Ibid., p. 290. Cf. Journal de Jean de Roye, Chronique scandaleuse 1460-1483, éd. de Mandrot, t. 1, op. cit., p. 
76-77.





ニュ公国の 20 名から 24 名程のごろつき兵達が全裸の無防備な状態で捕えられて、全員戦利
品として売られたのだった。4 名に対して 1 エキュが代価として支払われた。それはパリ鋳
























































23　Ibid., p. 345. Cf. éd. de Mandrot, t. 1, op. cit., p. 163.





この突撃から（1472 年）7 月 21 日まで、軍にはほぼ何事もおきなかった。その日（7





12 月 1 日まで続いたのである。当時生きている人間が生存中にかつて経験したこともない
ほどの猛暑と灼熱であった。それゆえ、ワインも皆熱く燃えるような温度になり、多くは酸っ
ぱく、悪臭を放つようになった。大量のワインが失われ、街頭に廃棄された。主の奉献の祝










されるワインの各大樽（約 400 リットル）につき１エキュ税金を徴収する、 との内容を新たに
公布させたのであった。［…］（王国向けの）１エキュの援助金は、各ワイン大樽に対するの
26　Ibid., p. 418. 前文から1472 年6 月27 日頃とみなされる。
27　Ibid., p. 423.
28　Ibid., p. 436-437.
29　アヴァール候と主馬頭は、イングランド王エドワルド4 世が、1475 年ルイ11 世との平和交渉を託したイン
グランド諸侯である。






















と言うのも、この年の初頭には小売りや居酒屋で 1 パイント（液体の旧単位 、約 0.93 リッ














（1483 年）4 月に、イングランド王エドワルド（4 世）が脳卒中に懸かって王国で亡
くなった。王（＝ルイ 11 世）が贈ったシャイヨの銘醸地ワインを飲んでいる時に毒を盛ら
れたのではないか、または大量にこのワインを飲みすぎたので亡くなったのだ、と言う者も
いる。ここまでの言われようは、後継ぎに自らの長男を王に指名するまで生きたからであ
る 36。 
35　Ibid., p. 98-99.
36　Ibid., p. 113.
